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第４章 地域別構想 

１  地域区分 

 

地域別構想を策定する地域は、次のような考え方により、笠松・松枝・下羽栗の 3 地域区分とします。 

 

 町村合併以前からの生活圏であり、住所での区分や学校区など地域としての一体性を有している。 

 市街地の規模や形状の面からみても、独立した地域単位と見なすことができる。 

 3 地域がそれぞれ異なった市街地の特性を有している。 

 これまでの各種計画や行政施策の単位として、これら 3 地域区分が用いられている。 

 

 

 

図：地域区分の設定 
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２  笠松地域 

（１） 地域の現況と課題 
 

※四捨五入のため合計が一致しない箇所がある  

位置図 人口・世帯数の推移 

 

 

面
積 

区分 面積(ha) 割合 

人
口 

（住民基本台帳） 平成 16 年 平成 25 年 

市街化区域 138.0 73.2% 人口（人） 7,274 6,588 

市街化調整区域 50.4 26.8% 世帯数 2,593 2,646 

全域 188.4 100.0% 一世帯当たり人員 2.8 2.5 

用
途
地
域 

区分 面積(ha) 割合 人口密度（人/ha） 38.6 35.0 

第 1 種住居地域 62.8 33.3% 人口増加率（H16→H25）   -9.4% 

第 2 種住居地域 21.2 11.3% 

建
物
現
況 

用途区分 面積（ha） 割合 

準住居地域 0.0 0.0% 業務施設 1.34 2.0% 

近隣商業地域 7.0 3.7% 商業施設 2.57 3.9% 

商業地域 32.0 17.0% 娯楽施設 0.04 0.1% 

準工業地域 15.0 7.9% 遊技施設 2.84 4.3% 

市街化区域 138.0 73.2% 宿泊施設 0.01 0.0% 

市街化調整区域 50.4 26.8% 住宅 31.65 48.1% 

都市計画区域 188.4 100.0% 共同住宅 2.43 3.7% 

土
地
利
用
状
況 

用途区分 面積(ha) 割合 店舗等併用住宅 3.80 5.8% 

自
然
的
土
地
利
用 

田 2.54  1.3% 店舗等併用共同住宅 0.03 0.1% 

畑 3.78  2.0% 作業所併用住宅 0.76 1.1% 

山林 0.02  0.0% 官公庁施設 2.33 3.5% 

水面 22.75  12.1% 文教厚生施設 11.21 17.0% 

その他自然地 11.09  5.9% 運輸倉庫施設 1.95 3.0% 

小計 40.18  21.3% 軽工業 3.80 5.8% 

都
市
的
土
地
利
用 

住宅用地 52.89  28.1% サービス工業 0.82 1.2% 

商業用地 18.11  9.6% 家内工業 0.05 0.1% 

工業用地 6.09  3.2% 農林漁業用施設 0.00 0.0% 

農林漁業用地 0.00  0.0% 供給処理施設 0.12 0.2% 

公益施設用地 22.76  12.1% その他 0.08 0.1% 

道路用地 25.41  13.5% 合計 65.81 100.0% 

交通施設用地 2.92  1.5% 
建ぺい率 

グロス建ぺい率 19.7% 

公共空地 8.34  4.4% ネット建ぺい率 33.2% 

その他公的施設用地 0.00  0.0% 
容積率 

グロス容積率 34.9% 

その他の空地 11.72  6.2% ネット容積率 58.9% 

小計 148.24  78.7% 木造率 64.7% 

合計 188.42  100.0% 中高層率 7.0% 

可住地 111.80  59.3% 
開発許可 

件数 16 

非可住地 76.62  40.7% 開発密度 0.08 件/ha 

未利用地 6.34  3.4%   
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都
市
施
設 

都市計画道路 公園 箇所 面積(ha) 

延長（m） 3,200 都市公園 4 箇所 6.24 

改良済（m） 68.1 その他の主な公園 2 箇所 0.10 

改良率 68.1% 都市計画緑地 1 箇所 30.57 

公
共
施
設 

種別 箇所 名称 種別 箇所 名称 

役場・支所 1 笠松町役場 その他施設 10 笠松郵便局 

社会福祉施設 6 緑会館   春日郵便局 

  厚生会館   ふらっと笠松 

  福祉会館   火葬場 

  子育て支援センター   笠松刑務所 

  第一保育所   笠松競馬場 

  笠松保育園   笠松交番 

教育施設 3 笠松小学校   羽島郡広域連合消防本部 

  笠松中学校   コミュニティ消防センター 

  岐阜工業高等学校   商工会館 

文化・社会教育施設 3 中央公民館    

  町民体育館    

  歴史未来館    

地
域
特
性 

【市街化特性】 

 

【建物特性】 

 

【土地利用特性】 
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用途地域・都市施設現況図 

  

土地利用現況図 
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建物利用現況図 

  

主要施設配置図 
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【地域の課題】 

 従来からのまちの中心地域で、名鉄笠松駅や西笠松駅の鉄道駅や(都)柳津木曽川橋線、(都)岐

阜笠松線などの岐阜市、一宮市などの隣接都市を結ぶ幹線道路が整備されており、交通利便性

の高い地域ですが、近年人口が減少しており、これらの立地のポテンシャルを活かしたまちづくりに

より、人を呼び込み、まちの活力の向上が必要です。 

 地域間を結ぶ幹線道路が十分でなく、計画的な整備が必要です。 

 地域の 7 割が市街化区域で未利用地が少なく、密集した市街地で建物の老朽化が進んでいます。

また、狭隘な道路が多いことから、建物の耐震化や都市基盤の整備などにより、防災面を強化する

ことが必要です。 

 まちなかでは歴史・文化的資源が点在し、木曽川周辺では、笠松みなと公園などの公園・緑地や

笠松競馬場などのレクリエーション施設が立地していることから、これらの地域資源を活かした地域

間交流の拡大が必要です。 

 

（２） 地域まちづくりの目標 

 

 

 

【基本方針】 

 鉄道駅や幹線道路などの交通利便性の高さを活かしたまちづくり 

 歴史・文化・自然などの地域資源を活かしたまちづくり 

 中心市街地の再生と都市基盤整備による安全・安心なまちづくり 

 

（３） 地域まちづくり方針 

 １） 土地利用の方針 

 笠松駅周辺の既存商業系用途地域では、本町の顔となる都市拠点として、歴史文化財などの地

域資源の活用により、町内外の人が集い、ふれあえる場となる、まちの顔を創出します。 

 地域住民の日常の買い物の利便向上など、地域住民の快適な生活を支える土地利用を図りま

す。 

 (都)岐阜笠松線沿道は、道路利用者や地域住民の利便性を向上する商業施設などの立地を含

めた沿道利用を促進します。 

 (都)柳津木曽川橋線と名鉄名古屋本線及び竹鼻線に囲まれた地区は建物が密集しており、建物

の耐震化や共同化の促進を図るとともに、土地区画整理事業や地区計画など多様な手段によるま

ちの再生について、地域住民と協働で検討します。 

 大規模な工場用地や公共施設用地など、まちづくりに有効活用できる土地の将来的な土地利用の

転換について検討します。 

 岐阜市境にある市街化調整区域は、周辺環境との調和を図りつつ現状の機能を維持します。 

  

魅力あるまちの顔づくり 
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 ２） 都市基盤整備の方針 

 未整備の(都)笠松駅下中屋線は、笠松地域・笠松駅と下羽栗地域を結ぶ幹線道路ですが、名鉄

本線との立体交差が必要であるため、駅舎の改築など関連する事業と合わせた整備について検討

します。 

 (都)野瀬笠松駅線の(都)岐阜笠松線以西の区間は、都市計画決定以降長期にわたって未着手と

なっていますが、並行する幹線町道が整備されたことで、必要な機能が確保されたので都市計画

道路としての位置づけを見直します。 

 笠松駅・西笠松駅へのアクセス道路は、安全性の向上を図るため、拡幅、交差点の改良、安全対

策などを行います。 

 未整備の幹線町道の整備は、沿道住民の協力を得ながら、計画的に進めます。 

 通学路や歩行者の通行が多い道路は、通行区分の明確化やゾーン 30 の導入検討など歩行者の

安全対策を行います。 

 その他の狭隘な生活道路については、建物の建替えに合わせたセットバックなどにより拡幅整備を

行います。 

 笠松駅及び西笠松駅は交通結節点としての機能を高めるため、周辺交通事情に対応した駅前整

備や駐輪需要に応じた自転車駐車場などの整備の必要性について検討します。 

 レクリエーション拠点となる笠松みなと公園へのアクセスを向上するため、アクセス道路の整備や安

全対策を行います。 

 本地域のレクリエーション拠点と松枝地域、下羽栗地域のレクリエーション拠点を結ぶサイクリングロ

ードの整備を進めます。 

 まちにゆとりとうるおいを与え、子どもが安全に遊べる公園・広場の適切な配置について検討し、計

画的な整備を行います。 
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図：笠松地域のまちづくり構想図  
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３  松枝地域 

（１） 地域の現況と課題 
 

※四捨五入のため合計が一致しない箇所がある  

位置図 人口・世帯数の推移 

 

 

面
積 

区分 面積(ha) 割合 

人
口 

（住民基本台帳） 平成 16 年 平成 25 年 

市街化区域 168.6 40.1% 人口（人） 9,284 9,971 

市街化調整区域 251.6 59.9% 世帯数 3,077 3,684 

全域 420.2 100.0% 一世帯当たり人員 3.0 2.7 

用
途
地
域 

区分 面積(ha) 割合 人口密度（人/ha） 22.1 23.7 

第 1 種住居地域 67.0 15.9% 人口増加率（H16→H25）   7.4% 

第 2 種住居地域 0.0 0.0% 

建
物
現
況 

用途区分 面積（ha） 割合 

準住居地域 9.0 2.1% 業務施設 1.41 2.0% 

近隣商業地域 0.0 0.0% 商業施設 1.44 2.0% 

商業地域 0.0 0.0% 娯楽施設 0.02 0.0% 

準工業地域 92.6 22.0% 遊技施設 0.00 0.0% 

市街化区域 168.6 40.1% 宿泊施設 0.00 0.0% 

市街化調整区域 251.6 59.9% 住宅 40.09 55.9% 

都市計画区域 420.2 100.0% 共同住宅 5.04 7.0% 

土
地
利
用
状
況 

用途区分 面積(ha) 割合 店舗等併用住宅 1.35 1.9% 

自
然
的
土
地
利
用 

田 90.25  21.5% 店舗等併用共同住宅 0.06 0.1% 

畑 30.92  7.4% 作業所併用住宅 0.69 1.0% 

山林 0.78  0.2% 官公庁施設 1.15 1.6% 

水面 50.71  12.1% 文教厚生施設 4.54 6.3% 

その他自然地 27.14  6.5% 運輸倉庫施設 7.59 10.6% 

小計 199.80  47.6% 軽工業 6.17 8.6% 

都
市
的
土
地
利
用 

住宅用地 99.12  23.6% サービス工業 1.46 2.0% 

商業用地 8.69  2.1% 家内工業 0.08 0.1% 

工業用地 24.27  5.8% 農林漁業用施設 0.48 0.7% 

農林漁業用地 0.79  0.2% 供給処理施設 0.07 0.1% 

公益施設用地 17.46  4.2% その他 0.06 0.1% 

道路用地 45.59  10.9% 合計 71.71 100.0% 

交通施設用地 0.42  0.1% 
建ぺい率 

グロス建ぺい率 11.5% 

公共空地 3.48  0.8% ネット建ぺい率 18.0% 

その他公的施設用地 0.00  0.0% 
容積率 

グロス容積率 17.1% 

その他の空地 20.55  4.9% ネット容積率 26.8% 

小計 220.37  52.4% 木造率 61.4% 

合計 420.17  100.0% 中高層率 2.3% 

可住地 267.78  63.7% 
開発許可 

件数 133 

非可住地 152.39  36.3% 開発密度 0.32 件/ha 

未利用地 121.95  29.0%   
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都
市
施
設 

都市計画道路 公園 箇所 面積(ha) 

延長（m） 8,650 都市公園 3 箇所 3.72 

改良済（m） 3,400 その他の主な公園 0 箇所 - 

改良率 39.30% 都市計画緑地 1 箇所 62.92 

公
共
施
設 

種別 箇所 名称 種別 箇所 名称 

役場・支所 1 松枝支所 文化・社会教育施設 8 松枝公民館 

医療・保健施設 2 松波総合病院（南館）   松枝みなみ会館 

   松波総合病院（北館）   北門間会館 

社会福祉施設 4 福祉健康センター   町民運動場 

   児童館   緑地公園内運動場 

   心身障害者小規模授産所   緑地公園内テニスコート 

   松枝保育所   運動公園内運動場 

教育施設 3 笠松幼稚園   南体育館 

  笠松双葉幼稚園 その他施設 4 学校給食センター 

  松枝小学校   産業技術センター 

     松枝駐在所 

     南部コミュニティ消防センター 

      

地
域
特
性 

【市街化特性】 

 

【建物特性】 

 

【土地利用特性】 
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用途地域・都市施設現況図 

 

土地利用現況図 
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建物利用現況図 

  

主要施設配置図 
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【地域の課題】 

 古くからの集落を中心に形成してきたまちで、市街化区域が地域の約 4割と他地域と比べて少ない

ですが、人口の伸びも大きく、開発件数も 3 地域の中で最も多いなど、宅地需要の高い地域です。

市街化区域のうち半数以上が準工業地域となっており、住宅と工場の混在が見られていることから、

住宅・工業がそれぞれ良好な環境のもと活動できるよう用途の純化を図るとともに新たな住宅地の

確保が必要です。 

 まちの活力の維持・向上や雇用の確保を図るため、主要幹線道路である(都)岐阜羽島線沿道とい

った立地ポテンシャルを活かした、新たな産業拠点の形成が必要です。 

 地域の軸となる(都)岐阜羽島線をはじめとする都市計画道路が未整備であり、計画的な整備が必

要です。 

 木曽川周辺には、笠松緑地公園などのスポーツ・レクリエーション施設が立地しており、これらの地

域資源を活かした地域間交流の拡大が必要です。 

 

（２） 地域まちづくりの目標 

 

 

 

【基本方針】 

 まちの活力の維持向上を図る新たな産業拠点の形成 

 今後も見込まれる宅地需要の受け皿となるゆとりある住宅地の形成 

 木曽川の自然などの地域資源を活かしたまちづくり 

 

（３） 地域まちづくり方針 

 １） 土地利用の方針 

 (都)岐阜羽島線沿道では、適切な土地利用規制のあり方や都市基盤の整備方針について検討し、

優良企業の誘致や土地利用の純化にともなう工場移転の受け皿として、新たな産業拠点を形成し

ます。 

 医療・福祉拠点周辺では、医療や福祉関係の施設を積極的に誘致し、住民の健康な暮らしを支え

ます。 

 松枝支所周辺の地域拠点では、公共施設などが多く立地しており、今後も居住環境の向上と生活

に必要な施設の集積を図ります。 

 市街化区域内の準工業地域のうち、市街化区域南東部は主に住宅地として利用が多く、工業的な

利用が少ない地区においては、住居系の用途地域への変更について検討します。 

  

新たな産業拠点とゆとりある住宅地の形成 
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 (都)羽島署木曽川橋線沿道は準住居地域に指定しており、スーパーやドラッグストアなどの日常の

買い物需要に対応した商業施設の立地が見られるため、今後も現行用途地域を維持し、周辺住

民の利便性向上に寄与する施設の立地を促進します。 

 地区南東部の市街化調整区域は、住宅の立地が進んでいますが、道路・公園などの都市基盤が

十分でないため、適切な土地利用規制のあり方や都市基盤の整備方針について検討します。 

 郊外の特性を活かしたゆとりある規模を持った、魅力的な新しい住宅地の形成を図ります。 

 農地は、遊水・保水機能や貴重な都市内の緑地としてまちにゆとりとうるおいを与えるなどの多様な

機能があることから、その活用について検討します。 

 市街化調整区域のうち(都)岐阜羽島線及び(都)門間線以西は、農地と集落地が調和した田園住

宅地として、集落地内の居住環境の向上と、集落地周辺のゆとりある良好な住環境の形成を図りま

す。 

 

 ２） 都市基盤整備の方針 

 (都)岐阜羽島線の(都)門間線以南及び(都)門間線は 4 車線相当の幅員での計画となっています

が、将来的な交通量を勘案し、効果的で効率的な整備を進めることから、幅員を縮小し、2 車線へ

変更すること等を検討します。 

 (都)羽島署木曽川橋線の岐阜市内は未整備であり、(都)岐阜羽島線との早期接続を要請し、(都)

羽島署高桑線は、岐阜市との接続や鉄道との立体交差などが必要であり、整備手法などの検討を

行います。 

 (都)羽島署木曽川橋線の一部及び(都)門間長池線は、都市計画決定以降、長期にわたって未着

手となっていますが、社会経済情勢の変化などにより、幹線道路としての必要性が低下したため、

都市計画道路としての位置づけを見直します。 

 未整備の幹線町道の整備は、沿道住民の協力を得ながら、計画的に行います。 

 通学路や歩行者の通行が多い道路は、通行区分の明確化やゾーン 30 の導入検討など歩行者の

安全対策を行います。 

 その他の狭隘な生活道路については、建物の建替えに合わせたセットバックなどにより拡幅整備を

行います。 

 レクリエーション拠点となる笠松緑地公園や、機能充実を進めている笠松町運動公園へのアクセス

を向上するため、アクセス道路の整備や安全対策を行います。 

 本地域のレクリエーション拠点と笠松地域のレクリエーション拠点を結ぶサイクリングロードの整備に

ついて検討します。 

 まちにゆとりとうるおいを与え、子どもが安全に遊べる公園・広場の適切な配置について検討し、計

画的な整備を行います。 

 下水道の未整備区域については、整備を進めるとともに、整備済みの区域においては、下水道への

接続を促進します。 
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図：松枝地域のまちづくり構想図 
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４  下羽栗地域 

（１） 地域の現況と課題 
 

※四捨五入のため合計が一致しない箇所がある  

位置図 人口・世帯数の推移 

 

 

面
積 

区分 面積(ha) 割合 

人
口 

（住民基本台帳） 平成 16 年 平成 25 年 

市街化区域 211.6 49.5% 人口（人） 5,363 5,875 

市街化調整区域 215.8 50.5% 世帯数 1,718 2,160 

全域 427.4 100.0% 一世帯当たり人員 3.1 2.7 

用
途
地
域 

区分 面積(ha) 割合 人口密度（人/ha） 12.5 13.7 

第 1 種住居地域 36.3 8.5% 人口増加率（H16→H25）   9.5% 

第 2 種住居地域 0.7 0.2% 

建
物
現
況 

用途区分 面積（ha） 割合 

準住居地域 0.0 0.0% 業務施設 1.34 2.6% 

近隣商業地域 10.3 2.4% 商業施設 1.22 2.4% 

商業地域 0.0 0.0% 娯楽施設 0.00 0.0% 

準工業地域 164.3 38.4% 遊技施設 0.27 0.5% 

市街化区域 211.6 49.5% 宿泊施設 0.56 1.1% 

市街化調整区域 215.8 50.5% 住宅 22.99 45.3% 

都市計画区域 427.4 100.0% 共同住宅 6.96 13.7% 

土
地
利
用
状
況 

用途区分 面積(ha) 割合 店舗等併用住宅 0.57 1.1% 

自
然
的
土
地
利
用 

田 38.78  9.1% 店舗等併用共同住宅 0.00 0.0% 

畑 23.55  5.5% 作業所併用住宅 0.66 1.3% 

山林 1.35  0.3% 官公庁施設 0.03 0.1% 

水面 32.29  7.6% 文教厚生施設 4.75 9.4% 

その他自然地 141.60  33.1% 運輸倉庫施設 4.34 8.6% 

小計 237.57  55.6% 軽工業 5.23 10.3% 

都
市
的
土
地
利
用 

住宅用地 66.63  15.6% サービス工業 1.72 3.4% 

商業用地 10.93  2.6% 家内工業 0.02 0.0% 

工業用地 19.08  4.5% 農林漁業用施設 0.08 0.2% 

農林漁業用地 0.28  0.1% 供給処理施設 0.03 0.1% 

公益施設用地 8.32  1.9% その他 0.02 0.0% 

道路用地 41.02  9.6% 合計 50.77 100.0% 

交通施設用地 3.77  0.9% 
建ぺい率 

グロス建ぺい率 8.2% 

公共空地 26.97  6.3% ネット建ぺい率 21.7% 

その他公的施設用地 0.00  0.0% 
容積率 

グロス容積率 11.9% 

その他の空地 12.85  3.0% ネット容積率 31.5% 

小計 189.85  44.4% 木造率 51.7% 

合計 427.42  100.0% 中高層率 2.3% 

可住地 161.34  37.7% 
開発許可 

件数 30 

非可住地 266.08  62.3% 開発密度 0.07 件/ha 

未利用地 63.68  14.9%   

5,363 5,419 5,488 5,580 5,648 5,662 5,652 5,678
5,841 5,875

1,718 1,741 1,786
1,844 1,877 1,914 1,931 1,975

2,111 2,160

1,000
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6,000

7,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

（世帯）（人）

人口 世帯数 ダミー
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都
市
施
設 

都市計画道路 公園 箇所 面積 

延長（m） 5,040 都市公園（ha） 0 箇所 - 

改良済（m） 1,130 その他の主な公園（ha） 3 箇所 2.40 

改良率 22.40% 都市計画緑地(ha) 1 箇所 177.11 

公
共
施
設 

種別 箇所 名称 種別 箇所 名称 

役場・支所 1 下羽栗支所 文化・社会教育施設  多目的運動場 

医療・保健施設 2 愛生病院 その他施設 2 中野郵便局 

    ｼﾙﾊﾞｰﾎﾟｰﾄふれあいの家   下羽栗駐在所 

社会福祉施設 1 下羽栗保育所    

教育施設 1 下羽栗小学校    

文化・社会教育施設 9 下羽栗会館    

  円城寺集会場    

  米野会館    

  総合会館    

  スポーツ交流館    

  勤労青少年運動場    

  町民米野運動場    

  町民江川運動場    

地
域
特
性 

【市街化特性】 

 

【建物特性】 

 

【土地利用特性】 
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用途地域・都市施設現況図 

 

土地利用現況図 
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建物利用現況図 

 

主要施設配置図 
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【地域の課題】 

 (都)一般国道 22 号線を南北軸、(都)笠松駅下中屋線を東西軸として形成してきたまちで、市街化

区域が地域の約半数ですが、人口の伸びが大きく、宅地需要が見込まれます。しかし、市街化区

域の約 8 割が準工業地域となっており、住宅と工場の混在が進んでいることから、住宅・工業がそ

れぞれ良好な環境のもと活動できるよう用途の純化が必要です。 

 まちの活力の維持・向上や雇用の確保を図るため、主要幹線道路である(都)一般国道 22 号線沿

道の立地ポテンシャルを活かした、産業拠点の形成が必要です。 

 地域の軸であり笠松地域を結ぶ幹線道路となる(都)笠松駅下中屋線をはじめとする都市計画道路

が未整備であり、計画的な整備が必要です。 

 木曽川では、トンボ天国や運動場などのスポーツ・レクリエーション施設が立地しており、また、各務

原市の河川環境楽園にも隣接していることから、これらの地域資源を活かした地域間交流の拡大

が必要です。 

 

（２） 地域まちづくりの目標 

 

 

 

【基本方針】 

 住宅と工場がそれぞれ良好な環境で活動できる土地利用の純化 

 幹線道路などの交通利便性の高さを活かした産業拠点の形成 

 自然環境やレクリエーション施設を活かしたゆとりとうるおいのある環境形成 

 

（３） 地域まちづくり方針 

 １） 土地利用の方針 

 地域のほとんどが準工業地域ですが、現在、住宅と工場が混在していることから、今後、下羽栗支

所周辺などの住宅地を中心とした土地利用を図る区域、(都)一般国道 22 号線沿道など工業地を

中心とした土地利用を図る区域、地区東部など住宅と工場の混在を許容する区域に分けて、それ

ぞれ適切な用途地域へ変更することを検討します。 

 (都)一般国道 22 号線沿道は、本町の産業拠点として必要な都市基盤整備を行い、積極的な企

業誘致を行います。 

 地域の中央部は住宅が多く、工業系・商業系の土地利用が比較的少ない地区は住居系転換地と

して、工業系・商業系用途地域から住居系用途地域への変更について検討します。 

 (都)笠松駅下中屋線沿道にある商業系用途地域において、日常の買い物需要に対応した商業施

設の立地を促進します。 

 ゆとりある規模を持った、魅力的な新しい住宅地の形成を図ります。 

居住環境の向上と産業立地の促進 
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 農地は、遊水・保水機能や貴重な都市内の緑地としてまちにゆとりとうるおいを与えるなどの多様な

機能があることから、その活用について検討します。 

 市街化調整区域は、現状の競馬場の運営に必要な施設として利用されていますが、今後の土地

利用の転換を想定したまちづくりについて検討を進めます。 

 

 ２） 都市基盤整備の方針 

 未整備の(都)笠松駅下中屋線の整備を促進し、地域の東西軸としての機能を確保します。なお、

一部区間では現道がないため、周辺のまちづくりを含めた整備手法を検討します。 

 (都)上印食中野線、(都)左兵衛新田米野線は、隣接する岐南町と接続する路線であり、整備時期

については、岐南町の整備時期との整合を図ります。 

 未整備の幹線町道の整備は、沿道住民の協力を得ながら計画的に進めます。 

 通学路や歩行者の通行が多い道路は、通行区分の明確化やゾーン 30 の導入検討など歩行者の

安全対策を行います。 

 その他の狭隘な生活道路については、建物の建替えに合わせたセットバックなどにより拡幅整備を

行います。 

 レクリエーション拠点となるトンボ天国や運動場へのアクセスを向上するため、アクセス道路の整備

や安全対策を行います。 

 本地域のレクリエーション拠点と笠松地域のレクリエーション拠点を結ぶサイクリングロードの整備を

進めます。 

 まちにゆとりとうるおいを与え、子どもが安全に遊べる公園・広場の適切な配置について検討し、計

画的な整備を行います。 
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図：下羽栗地域のまちづくり構想図
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